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i巻頭言

農業経営の「曲り角」

矢 島 武

　わが國の農業は「曲り角」にきている

といわれる。多年，朝草の一枚看板であ

った「食糧増産対策」も，もはや，その

ままの形では，おし通せなくなった。過剰

生産の傾向がでてきているし，農業に投

下された資本の効率がどんどん下ってき

ている。畏業所得は非農業所得に比べて

著しく低く，所得の成長率も他産業のそ

れに比べて甚しく低いことは周知の通り

である。こういった情勢の下において，農

業経営の在り方について大きく反省が求

められていることはいうまでもない。こ

のことは，同時に，農業経営学著の研究活

動のあり方についても一つの課題がださ

れているということがでぎるであろう。

　ところで，農業経営の「曲り角」とい

った場合，農業経営の転換が考えられて

いる。このことは，まず，農業経鴬の長

期的な在り方の問題に関連している。す

なおち，農業経営の規模と形態の変更と

いうことがその問題内容になっているの

である。減磁の幽遠が「食糧増産対策」

から「生麗基盤の拡充」ということに移ら

ざるを得なくなったことのうちにも，こ

ういった問題内容の変更が見出される。

すなわち，食糧増産対策の内容は，厩存

の経営形態に変更を加えることなしに，

品種の改良，耕種技術の改善，肥料，農薬

の増投，土地改良などの技術を通じて増

産のiiミをあげんとするものであった。し

かし，生産基盤の拡充といった場合，す

でに，こういった枠をのりこえ．たものが

考えられ，要請されている。経営規模及び

形態の改訂への指向がうかがおれるので

ある。また，農業経営に投下された資本

の効率の低さとその伸長度のにぶさが問

題にされている場合にも，階層別の較差

が判然と認識されてきているのである。

すなわち，零細規模経営の存在が検討を

要する大きな問題として登場してくる。

　一方，最返における農業経営学者の研

究活動の一つの焦点は，経営計画法の導

入と応用にあるといっても過言でない。

このことは，アメリカ農業経営学の影響

でもあるが，各種の手法が紹介され，場

合によっては更に改良され，これがわが

国の農業経営の弱弱に対し各方面で応用

されてきている。われわれは，これらの

業績の評価にやぶさかではない。しかし

ながら，これらのいわゆる経営計画法な

るものは，われわれが，先に設問した，

農業経営の転換ということについては，

直接答えることができぬものであること

は注意を要するQ

　すなわち，これらの経営計画法は，一・

定の農業経鴬形態と規模を前提として．

その上での短期酌な可変費の組合せを問

題にするものである。しかしながら，農

業経営形態と規：膜を問題にしなければな

らぬ場合は，固定費を一定とみることは

許されないのである。もとより，一定の

農業経回形態と規模が，すでに，安定し

たものとして現実に確立し，そのこと鐵

体をあまり問題にする必要のない場合，

またそのことが殆んど実用的意義をもた

ぬ場合には，普遜の計爾法でことたりる
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　というこどもできるであろう。例えば，

　アメリカの玉蜀黍地帯の経営形態と規模

　そのものに根本的改訂を考えるといった

　ことは，実二二意義は殆んどない。しか

　も経営設計の対象農家は規模が充分響き

　く，機械化もしているから，例えば，線

　型計麹法を適用するにしても，僅かな変

　動の幡に対して，薩線性，すなわち，2

　エーカーに罪する所要労働は1エーカー

　め2倍であるといった仮定をしても，そ

　う不都合は生じないであろう。しかしな

　がら，わが圏に多く見られるように，規

　模が極めて小さく，経費のうち両建費部

豊門の比：重が大きく，しかも，労働力その

　ものを固定費と考えねぽならぬような経

　営にあっては，線型計爾法による設計の

　信頼度はそれだけ低下’せざるをえないQ

　　何れにせよ，農業経営の転換のための

　経営設計に関してはう別種の接近が必要

　である。ここで考えられるべきものは，

　長期的に安定した形としての農業経営形

　態であり，適正焼筆である。かかる土台

　ができてはじめて，短期単勝面として

　の，経営計方法の適用が問題となりうる

　のである。しかして，ここにいう長期的

　な形としての経滋，形態の成立のメカニ

　ズムを解くことは，むしろドイツ農業経

　営学の伝統的業績であったΦわれわれは

　いまこれをex　ante　な設計としてとり

　あげなけれぽならぬので．ある。

　　もとより，われわれは，かかる作業を過

　喪においてももった。例えば．北海道に

　おける開拓地の農業経営の設計である。

　そこには，過表の農業経営のデータはな

　かった。従って，その設計はういわぽ，

　一種目アナ律ジーの上に立つものであっ

　たG　そして結果酌には，　非常にしばし

　ぼ，経鴬が不安定なものとなったっわれ

　われは，そこに形態と親摸1とかなりあや

　まりのあったことを認めぬわけにゆかな

　い。まず，対象地に灘する合理酌な翫地利

　燭区分が確立していなかったことが聞題
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であった。このことによって，経管形態

と規模に大きなミスをおかしたことが少

くない。例えば耕地として利用すべから

ざるところを耕地に予定し，しかもそこ

に不安定件物，相等的有利性の低い作物

を作付けるといったことがしばしぼおき

た。更に，耕地と放牧採草地との有機的

関連や，輪作体系の樹立が充分顧慮され

なかった。それと共に，家畜への顧慮カミ

不充分で，農閑期を大きく作るというこ

とも生じた。．要するに，形態と規模の設

定に不確なところがあったわけである。

　農業経営形態成立のメカニズムを明か

にすることは，先にのべた如く，ドイツ

農i業経藩学の功績にまっところが多いの

であるが，これをex　anteな作業とし

て，具体酌に適用することになると，な

お抽象的な形でしか提示されていない多

くのテーゼがあり，色々な条件の序列と

か比重とかが必ずしも闘白でない。われ

われは，かかる部爾の研究を更に発展さ

せ．かつ理論の適用度を高める必要のあ

ることを痛感するものである。ドイツの

農業経営学の発達は，他の多くのドイツ

の科学と判じように，戦争によって大き

な打撃をうけた。そして，今臼では，ア

メリカ農業経営学の発達におされている

感がある。しかしうわたくしの知ってい

る限りにおいても，　ドイツの若い農業経

営学看達は，アレボー，ブリンクマソの伝

統の上に立って，蜥学の発展に異常な熱

意を傾けている。わたくしは，彼等の努力

に大きな期待をかけているものであるぴ

　いまや，わが国でも，西ドイツの例に

ならって，　「農業基本法」の考定が臼程

にのぼっている。これが志向するところ

を，縫営貞勺にみるならぽ，新らしい農業

経営形態と規模の設定にほかならない。

農業経営の転換も浅鏡，行きつくとこ

ろに行かざるを得ないであろう。しかし

われわれは，これを意識下に麹挙白勺に転

換さぜようとするのである。


